
『
懐
風
藻
』
「
逝
　
水
難
留
」
と
『
方
丈
記
』
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
」
の
共
通
認
識

1
比
較
文
学
的
立
場
か
ら
ー

加
　
藤
有
　
子

　
　
は
じ
め
に
’

　
私
は

こ
の
近
年
、
『
懐
風
藻
』
の
単
語
を
中
国
漢
詩
と
比
較
す
る
作

業
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ

の

作
業
中
、
『
懐
風
藻
』
詩
番
九
七
の
藤
原
萬
里
作
の
詩
中
に
あ

る
「
逝
　
水
難
留
」
を
調
べ
て
い
た
時
で
あ
る
。
中
国
漢
詩
に
お
け
る

用
例
を
拾
っ
て
い
る
と
、
「
逝
水
」
や
「
逝
川
」
と
い
う
語
が
多
用
さ

れ

て

い

る
事
に
気
づ
い
た
。
『
全
唐
詩
』
だ
け
を
見
て
も
「
逝
水
」
で

三
三
例
、
「
逝
川
」
は
三
〇
例
　
（
r
行
川
」
の
用
例
は
無
く
、
r
行
河
」

が
1
例
、
　
r
行
水
」
で
四
例
）
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
「
逝
水
」
「
逝

川
」
の
発
想
は
1
つ
に
『
論
語
』
子
竿
篇
の
影
響
に
よ
る
も
の
も
あ
る

だ

ろ
う
。
ま
た
、
更
に
他
に
ど
の
よ
う
な
思
想
背
景
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た

語
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ

し
て
、
我
が
国
で
の
他
の
用
法
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
た
と

き
、
万
葉
歌
な
ど
に
も
「
ゆ
く
水
」
は
多
い
が
、
著
名
な
例
で
言
え
ば

『
方
丈

記
』
冒
頭
の
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
」
も
例
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。　

正
確
に

言
え

ば
、
『
懐
風
藻
』
詩
と
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
に
は
多
少

の

違
い

が

あ
る
の
だ
が
、
両
者
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
逝
水
」
「
逝

川
」
の
文
学
の
流
れ
の
一
端
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
l
、
　
t
w
風
藻
』
「
逝
く
水
」
と
『
方
丈
記
』
「
ユ
ク
河
」

　
次
に
『
懐
風
藻
』
詩
番
九
七
、
從
三
位
兵
部
卿
兼
左
右
京
大
夫
藤
原

朝
臣
萬
里
（
麻
呂
）
の
五
首
中
、
四
首
目
の
詩
と
、
『
方
丈
記
』
の
著

名
な
冒
頭
を
示
す
。
前
述
の
よ
う
に
、
同
じ
く
「
逝
く
水
」
　
F
ユ
ク
河
」

を
表
現
し
な
が
ら
も
、
両
者
に
は
多
少
違
い
が
あ
る
。

　
　
五
言
。
仲
秋
鐸
莫
。
一
首
。

運
冷
時
窮
察
。
吾
衰
久
歎
周
。
悲
哉
圖
不
出
。

逝
　
水
難
留
。
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玉
姐
風
頻
薦
。
金
曇
月
桂
浮
。
天
縦
神
化
遠
。
萬
代
仰
芳
猷
。

ユ

ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
ハ
、
絶
エ
ズ
シ
テ
、
シ
カ
モ
モ
ト
ノ
水
ニ
ア
ラ

ズ
。
澱
二
浮
カ
ブ
ウ
タ
カ
タ
ハ
、
カ
ツ
消
エ
カ
ツ
結
ビ
テ
、
ピ
サ

シ

ク
留
マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
。

　
『
懐
風
藻
』
詩
の
四
句
目
に
あ
た
る
、
「
逝
　
水
難
留
」
（
流
れ
ゆ
く

水
は
と
ど
ま
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
）
と
あ
る
の
に
対
し
、
『
方
丈
記
』

で
は

「
留
マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
」
と
あ
る
主
語
は
「
ウ
タ
カ
タ
」
で

あ
る
。
両
者
の
表
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
は
、
近
い
要
素
も
あ
り
、

異

な
る
要
素
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

だ

ろ
う
か
。

　
『
懐
風
藻
』
の
注
釈
を
見
て
い
く
と
、
「
逝
　
水
難
留
」
の
出
典
と
し

て

は
『
箋
註
』
の
指
摘
す
る
「
見
論
語
」
と
い
う
指
摘
が
最
も
早
い
。

『
論
語
』
の
該
当
箇
所
を
示
す
と
、

子
在
川
上

日
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舎
書
夜
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
論
語
』
の
古
注
に
よ
れ
ば
、
「
川
の
水
の
不
断

の

流
れ
の

如

く
、
時
が
過
ぎ
て
空
し
く
老
い
て
ゆ
く
我
が
身
を
、
孔
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

が
詠
嘆
し
た
も
の
」
と
解
釈
す
る
と
い
う
。

　
『
懐
風
藻
』
注
釈
の
流
れ
に
戻
る
と
、
『
箋
註
』
の
次
に
は
釈
清
潭

『
新

釈
』
が
F
孔
子
川
上
に
立
て
、
水
の
流
れ
を
見
、
門
弟
子
に
謂
て

日
v
、
逝
く
者
斯
の
如
く
、
書
夜
を
舎
て
ず
と
。
歳
月
の
勿
勿
た
る
を

悲

し
む
な
り
」
と
あ
り
、
林
『
新
註
』
や
杉
本
『
懐
風
藻
』
な
ど
も
そ

れ

ら
を
受
け
る
。
ま
た
小
島
『
大
系
』
は

過

ぎ
去
る
者
は
川
の
流
れ
の
よ
う
で
、
昼
夜
も
間
断
な
く
流
れ
去

り
、
留
ま
り
が
た
い
（
論
語
、
子
竿
（
略
）
、
武
智
麻
呂
伝
、
釈

貧
文
、
「
梁
歌
早
吟
、
逝
水
不
停
」
）
。
こ
こ
で
は
、
日
月
が
ゆ
く

水
の
如
く
流
れ
去
り
、
孔
子
も
没
し
そ
の
道
の
実
行
し
が
た
い
こ

と
を
嘆
い
た
も
の
。
訓
は
水
を
主
語
と
み
る
（
「
留
め
難
し
」
と

も
よ
め
る
）
。

　

と
解
釈
す
る
。
ま
た
、
江
口
『
懐
風
藻
』
で
は
r
孔
子
が
論
語
の
中

で
、
流
れ
行
く
水
を
見
な
が
ら
無
常
を
歎
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
っ

た
も
の
」
、
辰
巳
『
全
注
釈
』
で
は
こ
れ
ら
の
指
摘
以
外
に
、
万
葉
集

F逝
水
不
留
」
（
巻
三
）
・
「
逝
水
之
留
不
得
」
（
巻
十
九
）
な
ど
を
あ
げ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
釈
を
総
じ
て
み
る
と
、
『
懐
風
藻
』
藤
原
萬
里
詩
の
注

釈
の
流
れ
で
は
、
す
べ
て
こ
の
部
分
は
『
論
語
』
を
出
典
と
す
る
。
こ

れ

は
詩
題
が
「
仲
秋
稗
莫
」
と
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
。
「
釈
莫
」
は
孔

子

を
祭
る
儀
式
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
藤
原
萬
里
の
当

該
句
に
関
す
る
解
釈
は
そ
れ
で
問
題
が
な
い
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
の
注
釈
で
も
同
じ
で
あ
る
。
夙
に
簗
瀬

一
雄
氏
の
『
方
丈
記
全
注
釈
』
や
武
田
孝
氏
『
方
丈
記
全
釈
』
は
出
典
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の

l
つ

と
し
て
『
論
語
』
子
竿
篇
の
前
述
の
箇
所
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
『
方
丈
記
』
諸
注
全
体
を
見
る
と
、
『
論
語
』
を
指
摘
す
る

の

は

主
流
で
は

な
い
。
第
三
節
で
詳
説
す
る
が
、
仏
教
関
係
書
を
例
示

し
て
い
る
注
釈
が
多
い
。
通
常
、
学
校
教
育
な
ど
で
も
『
方
丈
記
』
冒

頭
部
か

ら
仏
教
的
無
常
観
を
教
え
る
の
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
古
典
研
究
で
は
、
儒
教
と
仏
教
を
別
イ
デ
オ
ロ

ギ

ー
と
し
て
分
類
・
調
査
す
る
こ
と
も
多
い
が
、
中
国
の
唐
頃
ま
で
の

古
典
を
読
ん
で
い
る
と
、
意
外
に
両
者
を
混
在
さ
せ
て
用
い
る
こ
と
が

多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
概
念
が
儒
・
仏

ど
ち
ら
に
も
存
在
す
る
こ
と
に
も
同
様
で
あ
る
。
本
稿
の
関
連
で
言
う

な
ら
ば
、
儒
・
仏
、
双
方
に
「
無
常
観
」
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
と

い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
の
古
典
で
も
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
平
家
物
語
』
な
ど
に
、

仏
教
的
な
流
れ
の
上
に
、
意
外
と
儒
教
的
発
想
が
多
い
こ
と
は
見
て
取

れ

る
。
分
類
す
る
の
が
困
難
な
ほ
ど
、
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
部
分
も
あ

る
。　

稿
者

と
し
て
は
、
『
方
丈
記
』
冒
頭
に
仏
教
的
発
想
を
見
る
の
は
正

し
い
と
考
え
る
が
、
同
時
に
当
時
必
須
学
問
だ
っ
た
『
論
語
』
の
、
そ

の

当
該
文
も
同
時
に
周
知
で
あ
っ
た
可
能
性
も
み
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
当
時
の
教
育
の
基
盤
に
は
『
論
語
』
を
含
め
た
四
書
五
経
が
あ
っ
た
。

現
代
の
教
育
基
盤
と
全
く
違
う
。
知
識
層
で
『
論
語
』
は
知
識
と
し
て

あ
る
と
い
う
よ
り
、
基
礎
教
養
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
他
の
日
中
の
古
典

文
献
を
読
ん
で
い
て
も
当
た
り
前
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
言
え
る
。

稿
者
は
鴨
長
明
が
そ
の
よ
う
な
当
時
の
一
般
的
知
識
層
に
居
た
と
解
釈

し
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
他
の
中
国
文
学
に
関
し
て
も
、
か
な
り
造

詣
が
深
か
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
の
出
典
で
は
、
他
に
様
々
な
出
典

が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
武
田
孝
氏
の
『
方
丈
記
全
釈
』
で
は
、
『
万

葉
集
』
の
、

（
1
）
往
川
之
　
過
去
人
之
　
手
不
折
者
　
裏
鰯
立
　
三
和
之
桧

　
　
原
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
o
七
’
1
1
1
九
）

（
o
u
）
　
（
略
）
…
安
由
波
之
流
　
奈
都
能
左
加
利
等
　
之
麻
都
等
里

　
　
鵜
養
我
登
母
波
　
由
久
加
波
乃
　
伎
欲
吉
瀬
其
等
ホ
　
可
賀

　
　
里
左
之
　
奈
豆
左
比
能
保
流
…
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（巻
一
七
・
g
e
O
1
　
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

二
首
を
あ
げ
（
表
記
も
考
慮
に
入
れ
る
た
め
、
原
文
で
示
す
）
、

r『
古
今
集
』
以
下
の
勅
撰
和
歌
集
の
歌
の
中
か
ら
は
、
用
例
を
全
く
見

い

だ

す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
勅
撰
和
歌
集
で
の
「
行
く
水
」
の

用
例
を
あ
げ
て
「
『
水
』
に
比
べ
る
と
、
『
河
（
川
）
』
の
方
が
、
歳
月

の

経
過
を
讐
え
る
の
に
適
し
て
い
る
、
と
も
言
え
よ
う
」
と
し
て
い
る
。

　
稿
者
の
調
査
で
は
万
葉
歌
中
に
「
ゆ
く
み
つ
」
と
訓
ま
れ
る
の
が
二

二
例
、
「
ゆ
く
か
は
」
で
二
例
。
右
で
あ
げ
た
二
首
で
あ
る
。
そ
の
他

に
、
歌
の
流
れ
上
「
ゆ
く
」
と
「
み
つ
」
で
三
例
、
「
ゆ
く
」
と
「
か
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は
」
が
五
例
ほ
ど
見
受
け
ら
れ
た
。
う
ち
、
「
ゆ
く
」
と
「
か
は
」
の

例
は
、
「
不
絶
逝
　
明
日
香
川
之
　
不
逝
有
者
」
（
巻
七
・
＝
二
七
九
）
・

F速
川
之
　
往
文
不
知
」
　
（
巻
＝
二
・
1
1
1
1
　
1
－
P
六
）
　
・
　
r
加
波
〃
之
母
　
佐

波
ホ

由
氣
等
毛
」
（
巻
一
七
’
g
e
o
o
o
）
と
あ
る
。
恋
し
い
思
い
を

Fか
は
」
の
流
れ
と
重
ね
合
わ
せ
て
詠
む
歌
と
叙
景
と
が
あ
る
。
他
に

も
「
吾
行
河
乃
」
（
巻
一
・
七
九
）
・
「
丹
生
乃
河
（
略
）
由
久
遊
久
登
」

（巻
二

・

11ilO
）
な
ど
も
あ
る
が
用
法
は
違
う
。

　
他
に
、
「
ゆ
く
み
ず
」
と
あ
る
が
、
歌
意
か
ら
「
川
（
河
）
」
の
水
の

こ
と
だ
と
明
確
に
わ
か
る
例
が
6
例
ほ
ど
あ
る
が
、
わ
か
り
や
す
い
も

の

を
示
す
と
、

　
　
　

詠
河

（
3
）
巻
向
之
　
病
足
之
川
由
　
往
水
之
　
絶
事
無
　
又
反
将
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
巻
七
・
1
1
O
O
）

（
4
）
是
川
　
水
阿
和
逆
纒
　
行
水
　
事
不
反
　
思
始
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
一
・
二
四
三
〇
）

（
5
）
（
略
）
…
射
水
河
　
雪
消
溢
而
　
逝
水
能
　
伊
夜
末
思
ホ

　
　
乃
未

　
…
（
略
）
　
（
巻
十
八
・
四
＝
六
）

な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
万
葉
歌
で
は
「
ゆ
く
み
つ
」
は

rか
は
」
の
「
水
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
ゆ
く
み
つ
」
と
「
ゆ
く
か
は
」

は
同
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
（
3
）
で
は
題
は
「
詠
河
」
と

あ
る
の
に
、
歌
中
で
は
「
川
」
と
表
記
す
る
例
も
あ
る
。
『
方
丈
記
』

の

伝
本
で
表
記
を
「
河
」
と
「
川
」
の
両
方
が
あ
る
と
い
う
が
、
万
葉

歌
の
段
階
で
は
「
河
」
「
川
」
「
水
」
い
ず
れ
で
も
意
味
背
景
は
変
わ
ら

な
い
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
武
田
氏
指
摘
の
勅
撰
集
に
「
ゆ
く
か
は
」

が

な
い
と
あ
る
よ
う
に
、
万
葉
歌
で
も
「
ゆ
く
か
は
」
よ
り
「
ゆ
く
み

つ
」
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

ま
た
、
万
葉
歌
の
内
容
的
に
は
（
3
）
な
ど
は
後
ろ
に
続
く
語
の
序

詞

と
し
て
機
能
。
他
に
恋
心
や
思
い
を
「
か
は
」
に
た
と
え
て
詠
ん
だ

も
の
が
多
い
。
万
葉
歌
で
は
こ
の
よ
う
な
恋
心
な
ど
を
詠
む
例
は
多
く
、

（
3
）
の
「
往
水
之
　
絶
事
無
」
や
、

（
6
）
神
山
之
　
山
下
響
　
逝
水
之
　
水
尾
不
絶
者
　
後
毛
吾
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（巻
一
二
二
二
〇
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

（
7
）
可
多
加
比
能
　
可
波
能
瀬
伎
欲
久
　
由
久
美
豆
能
　
多
由

　

流
許
登
奈
久

　
安
里
我
欲
比
見
牟

（巻
一
七
・
四
o
o
1
　
1
）

な
ど
と
あ
る
。
と
も
に
妻
や
山
を
慕
う
気
持
ち
を
詠
む
（
序
詞
で
も
あ

る
）
の
に
対
し
、
『
方
丈
記
』
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
ハ
、
絶
ヘ
ズ
シ
テ
」

は
こ
の
点
で
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
「
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
」
主
に
万
葉

歌
で

は
、
水
の
流
れ
の
よ
う
に
思
い
が
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
用
い
方

を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
無
常
観
と
は
違
っ
た
世
界
観
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
『
万
葉
集
』
の
中
で
も
無
常
観
を
感
じ
取
れ
る
用

法
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
懐
風
藻
』
「
逝
　
水
難
留
」
の
注
釈
に
お
い

て
、
辰
巳
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
が
指
摘
す
る
次
の
（
8
）
（
1
0
）
の
他
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に
、
（
9
）
な
ど
の
例
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

（
8
）
右
一
首
勅
内
礼
正
縣
犬
養
宿
祢
人
上
使
検
護
卿
病
而
讐
藥

　

無
験
逝
水
不
留
因
斯
悲
働
即
作
此
歌
　
（
巻
三
・
四
五
九
）

（
a
）
）
　
（
略
）
…
逝
水
能
　
登
麻
良
奴
其
等
久
　
常
毛
奈
久
　
宇

　

都
呂
布
見
者
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
九
・
四
l
六
〇
）

（
1
）
　
（
略
）
…
逝
水
之
　
留
不
得
常
　
柾
言
哉
　
人
之
云
都
流

　

逆
言
乎
　
人
之
告
都
流
…
（
略
）
　
（
巻
一
九
・
四
ニ
1
四
）

　
い
ず
れ
も
「
逝
水
」
が
留
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
人
生
を
表
現
す
る
流

れ
に

位
置
す
る
。
こ
れ
ら
は
死
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

（
o
o
）
で
は
『
代
匠
記
』
が
、

逝
水
不
留

は
論
語
云
、
子
在
川
上
日
、

悲
働
、
又
云
、
顔
淵
死
、
子
芙
之
働

逝
者
如
斯
、
夫
不
舎
書
夜
、

と
『
論
語
』
子
卯
干
篇
を
引
用
し
、
諸
注
こ
れ
に
従
う
。
ま
た
、
（
9
）

（
1
0
）
の
諸
注
も
（
8
）
の
注
を
受
け
た
も
の
が
多
い
。
『
万
葉
集
』
で

数
多
い
「
ゆ
く
み
ず
」
「
ゆ
く
か
は
」
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
当
該
に

関
し
て
は
『
論
語
』
子
π
干
篇
と
の
影
響
関
係
を
考
え
て
差
し
支
え
な
い

だ

ろ
う
。
い
わ
ば
、
儒
教
的
な
無
常
観
と
も
解
せ
る
。

　

こ
れ
ら
の
万
葉
歌
や
題
詞
な
ど
は
、
同
時
代
の
『
懐
風
藻
』
と
同
じ

『
論
語
』
を
基
礎
教
養
と
し
て
持
っ
て
い
る
人
々
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

表
現
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
稿
者
は
『
懐
風
藻
』
『
万
葉
集
』
と
『
方
丈
記
』
と
が
、

直
接
『
論
語
』
の
み
を
出
典
に
し
て
い
る
だ
け
と
は
思
わ
な
い
。
日
本

人

は
も
っ
と
教
養
が
深
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
中
国
の
詩
文
を
見
て

い

る
と
、
『
論
語
』
は
周
知
の
上
に
、
更
に
『
論
語
』
か
ら
派
生
し
た

そ

の

後
の
詩
文
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ

れ

ら
か
ら
の
影
響
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
そ
の
点
を
論
じ
よ

う
と
思
う
。

　
本
節
で

は
、
『
懐
風
藻
』
藤
原
萬
里
「
仲
秋
繹
貧
」
の
「
逝
　
水
難

留
」
と
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
」
の
共
通
認
識
と
し

て
、
ま
ず
は
『
論
語
』
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
こ
に
は
儒
教
的
無
常

観
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
み
た
。

　
ま
た
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
の
注
釈
に
は
万
葉
歌
を
あ
げ
る
も
の
も
あ

る
。
勅
撰
集
に
「
ゆ
く
か
は
」
の
例
が
な
い
た
め
、
本
節
で
は
、
万
葉

歌
の
　
r
ゆ
く
か
は
」
「
ゆ
く
み
つ
」
に
焦
点
を
あ
て
、
日
本
に
お
け
る

r
ゆ
く
f
t
は
」
　
r
ゆ
v
み
つ
」
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て

い

る
の
か
考
え
て
み
た
。

　
『
万
葉
集
』
中
の
　
r
ゆ
く
か
は
」
「
ゆ
く
み
つ
」
は
、
本
稿
の
視
点
か

ら
見
る
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
そ
の
上
で
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
「
ユ
ク

河

ノ
ナ
ガ
レ
ハ
、
タ
ヘ
ズ
シ
テ
」
と
『
万
葉
集
』
「
ゆ
く
水
の
絶
ゆ
る

こ
と
な
く
」
を
比
較
す
る
と
、
言
葉
の
近
さ
は
あ
る
も
の
の
、
意
味
的

に

は
違
う
も
の
を
表
現
し
て
い
る
。

　
む

し
ろ
『
方
丈
記
』
冒
頭
は
、
『
万
葉
集
』
「
逝
水
不
留
」
（
四
五
九
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題
詞
）
他
二
首
に
見
ら
れ
る
流
れ
に
近
い
と
言
え
る
。
『
万
葉
集
』
「
逝

水
不
留
」
で
は
「
逝
水
」
で
人
生
を
た
と
え
、
主
に
死
を
表
現
し
て
い

る
。
そ
の
、
人
生
を
た
と
え
る
無
常
観
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
契

沖
以
降
、
諸
注
『
論
語
』
を
出
典
と
し
て
い
る
。
同
時
に
『
懐
風
藻
』

F逝
　
水
難
留
」
も
同
じ
流
れ
と
言
え
よ
う
。

　
本
節
で
は
、
主
に
諸
注
の
指
摘
す
る
『
論
語
』
の
関
連
で
『
懐
風
藻
』

詩
と
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
を
考
え
て
み
た
が
、
膨
大
に
あ
る
、
そ
の
他

の

中
国
文
献
と
の
比
較
で
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
の
か
、
次
節
で

は

そ

の

点
を
確
認
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

二
、
中
国
文
献
の
「
逝
川
」
「
逝
水
」

　
前
掲
し
た
簗
瀬
氏
『
方
丈
記
全
注
釈
』
と
武
田
氏
『
方
丈
記
全
釈
』

で

は
、
『
論
語
』
子
質
干
編
を
引
用
し
、
更
に
両
氏
は
『
文
選
』
所
収
の

陸
士
衡
の
「
歎
逝
賦
」
も
あ
げ
て
い
る
。
「
歎
逝
賦
」
の
該
当
部
を
見

て
み
よ
う
。

悲
哉
、
川
閲
水
以
成
川
、
水
沿
々
而
日
度
。
世
閲
人
而
爲
世
、
人

再
々
行
暮
。
人
何
世
弗
新
、
世
何
世
之
能
故
。
野
毎
春
其
必
華
、

草
無
朝
而
遺
露
。
経
終
古
而
常
然
。
率
品
物
其
素
。
讐
日
及
之
在

條
。
恒
錐
尽
而
不
悟
。

こ
れ
に
関
し
て
武
田
氏
は
「
歎
逝
賦
」
の
当
該
部
は
、
「
老
い
や
死

が
必
ず
や

っ

て

く
る
こ
と
を
嘆
か
ず
、
悠
々
と
し
て
楽
し
く
生
き
よ
う
、

と
い
う
気
持
ち
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
右
を
「
念

頭
に

置
い

て

こ
の
冒
頭
の
文
章
を
書
い
た
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
『
十

訓
抄
』
が
「
歎
逝
賦
」
を
引
く
こ
と
に
も
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
古
代

日
本
人
が
「
歎
逝
賦
」
の
所
収
さ
れ
て
い
る
『
文
選
』
を
読
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

で
い

た

こ
と
は
、
小
島
憲
之
氏
が
詳
説
さ
れ
て
以
降
、
辰
巳
正
明
氏
も

　
　
　
　
　
　
　
イ
　

論

じ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
流
れ
か
ら
考
え
る
と
時
代
の
下
る
鴨
長

明
も
『
文
選
』
を
読
ん
で
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　
更

に
、
稿
者
が
中
国
の
唐
ま
で
の
資
料
を
見
て
ゆ
く
と
、
「
歎
逝
賦
」

の

よ
う
な
概
念
的
な
近
似
の
他
に
、
「
行
川
」
「
逝
川
」
な
ど
と
い
う
表

現
も
別
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
本
節
で
は
そ
れ
を
丁
寧
に
見
て

ゆ
き
た
い
。

　
中
国
の
唐
ま
で
の
文
献
に
「
行
川
」
と
い
う
表
現
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
い
。
唐
ま
で
の
正
史
で
は
三
例
ほ
ど
で
、
『
後
漢
書
』
列
伝
第
四
八

巻
・
『
宋
書
』
列
伝
第
二
七
巻
・
『
惰
書
』
志
一
九
巻
の
み
で
あ
る
。
そ

の

他
の
文
献
で
も
「
川
が
行
く
」
よ
り
「
川
を
行
く
」
用
例
が
多
い
。

主
語
が

「
川
」
で
な
く
別
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
詩
賦
な
ど
で

は
、
梁
詩
に
二
例
（
う
ち
一
例
は
『
文
選
』
所
収
）
あ
る
。
更
に
、

『
全
唐

詩
』
に
は
「
行
川
」
の
用
例
は
無
い
。
い
ず
れ
の
用
例
も
、
単

に

流
れ

る
川
の
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
『
方
丈
記
』

冒
頭
や
「
歎
逝
賦
」
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
思
想
性
は
な
い
。

　
r
行
河
」
で
も
正
史
に
は
三
七
例
見
ら
れ
る
が
「
行
河
陰
」
「
行
河
南
」

「
行
河
東
」
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
「
河
～
を
行
く
」
用
例
が
多
い
。
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そ

の

他
の
文
献
も
同
じ
で
あ
る
。
詩
賦
な
ど
の
用
例
で
は
『
文
選
』
注

の

み
。
『
文
選
』
本
文
に
は
無
い
。
『
全
唐
詩
』
に
は
↓
例
あ
り
、
「
暮

行
河
堤
上
」
と
い
う
用
法
で
「
河
堤
の
上
を
行
く
」
用
例
で
あ
る
。

　
「
行
水
」
の
用
例
は
非
常
に
多
い
。
概
要
と
し
て
は
『
大
漢
和
』
に

よ
る
と
「
流
れ
ゆ
く
み
つ
。
流
水
」
「
舟
で
水
上
を
ゆ
く
」
「
み
ず
を
や

る
。
水
を
治
め
る
」
「
水
を
め
ぐ
る
。
水
勢
を
巡
視
す
る
」
な
ど
の
用

法
が

あ
る
と
い
う
。
正
史
に
三
一
例
あ
る
。
ま
た
、
六
朝
ま
で
の
詩
賦

な
ど
の
例
で
は
『
文
選
』
に
十
例
ほ
ど
あ
る
が
、
す
べ
て
注
で
あ
り
、

別
の
熟
語
の
一
部
で
あ
る
。
『
全
唐
詩
』
に
は
四
例
あ
る
。
こ
れ
ら
は

F流
れ
行

く
川
」
と
し
て
の
例
で
あ
る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
、
杜
甫

F送
高

司
直
尋
封
閲
州
」
の
「
良
會
苦
短
促
、
渓
行
水
奔
注
」
な
ど
。

他
の
唐
詩
三
例
も
主
に
景
の
一
部
を
表
現
し
て
い
る
。

　
管
見

な
が
ら
、
こ
れ
ら
多
く
の
「
行
川
」
「
行
河
」
「
行
水
」
の
あ
り

方

を
み
る
と
、
『
方
丈
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
無
常
観
に
近
い
も
の

は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
「
行
川
」
と
い
う
表
現
は
意
外
に
少
な

く
、
F
行
河
」
「
行
水
」
と
用
い
ら
れ
る
例
が
多
い
。

　
次
に
「
逝
川
」
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
行
川
」
と
同
様
に
「
な
が

れ
去
る
川
水
」
で
用
い
ら
れ
る
他
、
二
度
去
つ
て
再
び
還
ら
な
い
喩
」

（『大
漢
和
』
）
と
し
て
の
意
味
も
一
般
的
ら
し
い
o

　
用
例
全
体
を
見
通
す
と
、
史
書
で
は
『
梁
書
」
武
帝
紀
に
「
抵
溺
逝

川
之
中
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
問
題
の
『
文
選
』
の
用
例
を
示
す
と
、

（
イ
）
張
茂
先
「
働
志
詩
」
　
「
逝
者
如
斯
，
曾
無
日
夜
」

（
ロ

）
王
仲
寳
「
楮
淵
碑
文
」
「
感
逝
川
之
無
捨
，
哀
清
暉
之
砂
獣
」

（
ハ
）
主
簡
棲
「
頭
陥
寺
碑
文
」
「
愚
五
術
之
載
，
抵
溺
逝
川
」

（
二
）
沈
休
文
「
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r逝
川
無
待
，
黄
金
難
化
」

（
ホ
）
謝
宣
遠
「
王
撫
軍
庚
西
陽
集
別
時
為
豫
章
太
守
庚
被
徴
還

　
　
東
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
離
會
錐
相
親
，
逝
川
宣
往
復
」

の

五
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
イ
）
～
（
ハ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
注
に

は
『
論
語
』
子
竿
編
が
ひ
か
れ
、
時
が
留
ま
ら
な
い
こ
と
を
表
現
し
て

い

る
。
（
二
）
の
注
は
「
逝
川
，
已
見
上
文
」
と
あ
る
。
（
ホ
）
で
も

F逝
川
～
」
で
川
の
流
れ
が
復
ら
な
い
こ
と
を
言
う
。

　
そ

の

他
に
も
『
文
選
』
に
は
李
少
卿
の
「
與
蘇
武
三
首
」
の
「
臨
河

濯
長
綾
，
念
子
帳
悠
悠
」
の
注
に
「
逝
川
」
に
別
離
の
念
を
感
じ
る
の

だ
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
文
選
』
に
お
け
る
「
逝
川
」
の
受
容
は
、
多
く
は

『
論

語
』
子
竿
編
の
認
識
を
前
提
に
解
釈
し
て
い
た
と
解
せ
る
。
日
本

人
の
『
文
選
』
受
容
も
注
付
き
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
た
め
、

同
様
で
あ
る
。

　
『
文
選
』
の
他
に
六
朝
詩
で
は
、
飽
照
の
「
松
柏
篇
井
序
」
の
序
に

F駅
若
農
風
悲
。
東
海
遊
逝
川
」
、
簡
文
帝
薫
綱
の
「
登
琴
毫
詩
」
（
後

述
）
と
も
に
、
時
の
流
れ
の
留
ま
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
る
詩
意
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
更
に
『
藝
文
類
聚
』
に
、
梁
の
武
帝
「
孝
思
賦
」
「
念

過
腿
之
圭
・
忽
、
悲
逝
川
之
不
停
」
　
（
巻
二
〇
・
人
部
四
）
、
惰
江
城
「
建
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初
寺
遁
法
師
碑
」
「
老
驚
露
篇
、
孔
惜
逝
川
」
（
巻
七
六
・
内
典
部
上
）

他
、
二
例
ほ
ど
の
例
が
あ
る
。

　
ま
た
、
仏
教
関
係
書
で
あ
る
『
弘
明
集
』
に
「
逝
川
」
は
二
例
『
廣

弘
明
集
』
に
四
例
見
ら
れ
る
。
う
ち
、
「
逝
川
傷
於
上
哲
」
（
『
弘
明
集
』

巻

八
）
「
至
於
老
嵯
身
患
孔
歎
逝
川
」
（
『
廣
弘
明
集
』
巻
八
）
は
孔
子

が

念
頭
に

あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
「
日
往
月
來
逝
川
斯
遠
」
（
同
・
巻

11十
八
）
・
r
悲
逝
川
之
不
停
」
（
同
・
巻
二
十
九
・
前
掲
武
帝
賦
）
な

ど
は
、
日
月
（
年
月
）
が
留
ま
ら
な
い
こ
と
を
言
う
。

　
唐
詩
で

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
全
唐
詩
』
に
「
逝
川
」
で
l
l
l
O

例
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
中
で
も
二
度
去
つ
て
再
び
還
ら
な
い
喩
」

と
し
て
著
名
な
例
を
あ
げ
る
と
、
李
白
の
「
古
風
」
詩
「
逝
川
與
流

光
，
瓢
忽
不
相
待
」
や
、
飽
溶
（
相
和
歌
蔚
）
の
「
古
意
」
「
校
日
不

留
景
，
良
辰
如
逝
川
」
な
ど
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
初
唐
に
お
け
る
「
逝
川
」
の
用
例
は
少
な
く
、
賂
賓
王

の

二
例
の
み
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
と
の
関
連
で
考
え
る
な
ら
、
特
に

r秋
日
饅
陸
道
士
陳
文
林
」
詩
序
に
「
登
高
切
送
蹄
之
情
，
臨
水
感
逝

川
之
歎
」
と
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
以
前
か
ら
の
調
査
よ
り
、
稿
者
は

『
懐
風
藻
』
詩
人
達
が
賂
賓
王
詩
を
ま
と
あ
て
見
て
い
た
の
で
は
な
い

か

と
考
え
て
お
り
、
今
回
の
例
も
興
味
を
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ

の

点
に
関
し
て
は
別
稿
に
て
論
じ
た
い
。

　
用
例
の
検
証
に
戻
る
と
、
「
逝
河
」
は
正
史
や
『
文
選
』
、
『
全
唐
詩
』

用
例
は
無
く
、
そ
の
他
の
文
献
で
後
代
に
多
少
用
例
が
あ
る
が
、
見
い

出
し
難
い
用
法
で
あ
る
。

　
r
逝
水
」
も
『
大
漢
和
』
で
「
流
れ
行
く
川
M
．
o
　
1
度
去
つ
て
再
び

還

ら
な
い
も
の
の
喩
。
逝
川
」
と
あ
る
。
「
逝
水
」
は
正
史
に
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。
正
史
以
外
で
『
荘
子
』
y
m
l
l
l
の
疏
「
愛
故
日
新
，
騨

如
逝
水
」
や
『
顔
氏
家
訓
』
巻
三
に
「
光
陰
可
惜
，
讐
諸
逝
水
」
、
『
廣

弘

明
集
』
巻
一
五
に
「
逝
水
非
験
。
千
月
難
保
」
な
ど
他
あ
る
が
、
な

ぜ
か

『
文
選
』
に
は
「
逝
水
」
の
用
例
は
な
い
。
し
か
し
、
『
藝
文
類

聚
』
に
は
、
三
例
あ
り
、
周
王
褒
「
太
保
呉
武
公
尉
遅
綱
碑
銘
」
「
逝

水
謹
停
、
光
陰
不
惜
」
（
巻
四
六
・
職
官
部
）
、
陳
除
陵
「
天
台
山
館
除

則
法
師
碑
」
「
壁
目
彼
風
電
、
同
諸
泡
沫
、
琢
火
之
歎
、
聞
諸
往
賢
、
剰

水
之

悲
」
（
巻
七
八
・
霊
異
部
）
な
ど
他
あ
る
。
特
に
陳
の
除
陵
の
碑

文
は

文
脈
上
に

「
泡
沫
」
と
あ
る
の
が
目
を
引
く
。

　
そ

の

他
の
六
朝
詩
に
も
「
逝
水
」
は
見
え
る
。
い
ず
れ
も
「
逝
川
」

と
同
じ
く
、
流
れ
る
水
に
時
の
流
れ
や
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

張
正
見

「
傷
章
侍
讃
」
コ
局
峯
落
廻
照
。
逝
水
没
驚
波
」
の
張
正
見
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

他
の
『
懐
風
藻
』
詩
に
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
詩
人
で
あ
る
。
劉
斌

r和
謁
孔
子
廟
」
「
何
言
泰
山
殿
。
空
驚
逝
水
流
」
な
ど
の
用
例
も
あ
る
。

藤
原
萬
里
の
詩
題
が
「
仲
秋
鐸
萸
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
参
考
に
な
る
。

　
更
に
『
全
唐
詩
』
で
は
「
逝
水
」
は
三
三
例
あ
る
。
う
ち
、
前
節
の

『
万
葉
e
x
』
　
（
o
o
）
u
t
　
（
1
）
で
み
て
き
た
よ
う
な
、
「
逝
水
」
が
留
め

ら
れ
な
い
こ
と
で
人
生
を
表
現
し
、
更
に
死
を
そ
こ
に
解
釈
で
き
る
例

も
少
な
く
な
い
。
そ
の
中
で
眼
を
ひ
く
の
が
、
「
逝
水
」
と
r
雲
」
と

の

対
表
現
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
「
浮
雲
」
で
は
、
劉
長
卿
「
叩
犬
魏
兼

遂
」
二
門
同
逝
水
，
萬
事
共
浮
雲
」
な
ど
と
五
例
ほ
ど
で
、
そ
の
他
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の

r雲
」
も
二
例
あ
る
。
例
え
ば
漢
語
に
も
コ
浮
沫
」
（
浮
い
て
ゐ
る

あ
わ
）
な
ど
と
い
う
言
葉
も
存
在
す
る
の
だ
が
、
「
逝
水
」
と
の
対
と

し
て
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
「
逝
川
」
で
も
同
様
で
あ
る
。

『
方
丈
記
』
冒
頭
の
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
」
に
続
く
「
澱
二
浮
カ
ブ
ウ

タ
カ
タ
」
と
う
い
う
表
現
の
流
れ
は
、
調
査
し
た
う
ち
の
唐
ま
で
の
詩

文
に

あ
ま
り
見
か
け
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
唯
一
、
前
出
の
陳
・
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陵
「
天
台
山
館
除
則
法
師
碑
」
に
「
同
諸
泡
沫
、
（
略
）
逝
水
之
悲
」

と
あ
る
の
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
品
の
著
名
度
な

ど
か
ら
も
、
こ
れ
を
出
典
の
一
つ
に
加
え
る
の
は
、
少
し
躊
躇
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
文
学
の
側
か
ら
見
た
場
合
、
「
逝
川
」
「
逝
水
」

か

ら
「
泡
」
「
沫
」
へ
の
表
現
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
更
に
別
の
調
査

が
必
要
と
な
る
。
次
節
に
て
、
そ
の
点
に
触
れ
た
い
。

　
本
節
で
は
、
「
逝
川
」
「
逝
水
」
の
用
例
を
多
く
示
し
て
き
た
が
、
そ

れ

ら
に
時
の
流
れ
や
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
『
論
語
』
か
ら

始
ま
っ
て
、
中
国
で
は
珍
し
い
表
現
で
は
な
い
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
『
弘
明
集
」
『
廣
弘
明
集
』
な
ど
の
仏
教
関
係
文
献
か
ら
見
て

も
、
「
逝
川
」
「
逝
水
」
は
『
論
語
』
と
あ
え
て
分
離
し
て
語
る
傾
向
は

な
い
。

　
前
述
の

『
方
丈

記
全
注

釈
』
『
方
丈
記
全
釈
』
な
ど
の
注
釈
で
は

『
論
語
』
子
卯
干
篇
と
『
文
選
』
「
歎
逝
賦
」
を
出
典
の
一
つ
と
し
て
あ
げ

る
が
、
唐
ま
で
の
中
国
文
学
か
ら
見
る
と
、
「
流
れ
ゆ
く
水
」
に
よ
っ

て
時
の
流
れ
や
人
生
を
表
現
す
る
代
表
的
な
用
例
の
一
つ
で
し
か
な
い
。

　
そ

し
て
、
東
ア
ジ
ア
的
な
視
点
か
ら
「
ユ
ク
河
の
ナ
ガ
レ
」
に
漢
字

を
あ
て
る
と
し
た
ら
、
「
行
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
」
で
は
な
く
「
逝
ク
川
の

ナ
ガ
レ
」
と
し
た
方
が
、
背
後
に
無
常
観
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
稿
者
は
む
し
ろ
「
ユ
ク
」
に
漢
字
を
あ
て
な
い
解
釈
を
と
り

た

い
。
ま
た
「
河
」
に
つ
い
て
も
、
伝
本
で
は
「
川
」
と
す
る
本
が
多

い

と
い
う
が
、
諸
注
「
河
」
と
あ
て
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し

中
国
文
学
と
の
比
較
の
中
で
は
「
行
河
」
「
逝
河
」
の
用
法
は
限
定
的

で
、
「
逝
川
」
と
す
る
例
が
一
般
的
で
あ
る
。
更
に
、
『
全
唐
詩
』
で
は

F行
川
」
「
行
河
」
は
希
少
で
あ
る
。
例
え
ば
黄
河
を
詠
ん
で
も
「
逝
川
」

（酪
賓
王
「
晩
渡
黄
河
」
詩
に
「
誰
堪
逝
川
上
」
他
な
ど
）
と
す
る
例

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
広
い
見
地
か
ら
見
た
場
合
、
大
福
寺
光
寺
本
な
ど

の

r河
」
に
従
わ
ず
に
、
伝
本
諸
本
の
「
川
」
を
用
い
る
方
が
、
鴨
長

明
の
教
養
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
『
文
選
』
を
主
軸
と
し
て
見
た
場
合
、
同
内
容
な
が
ら
も

F逝
水
」
の
用
例
は
な
く
す
べ
て
「
逝
川
」
と
表
現
さ
れ
る
。
い
ず
れ

も
注
で
は
『
論
語
』
子
〔
干
篇
の
指
摘
が
多
い
。
勅
撰
集
他
の
日
本
の
用

例
で
は
「
ゆ
く
川
」
よ
り
「
ゆ
く
水
」
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
鴨
長

明
が
「
ゆ
く
み
ず
」
と
せ
ず
に
「
ゆ
く
か
は
」
と
し
た
の
は
、
『
文
選
』

な
ど
の
流
れ
に
拠
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
ま
た
は
、
正
史
に
「
逝

水
」
の
用
例
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
べ
き
か
。
後
考
を
侯
つ
。

三
、
う
た
か
た

本
節
で
は
、
中
国
文
学
に
お
け
る
「
泡
」
「
沫
」
と
『
方
丈
記
』
冒
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頭
部
の
「
澱
二
浮
カ
ブ
ウ
タ
カ
タ
ハ
～
」
と
の
比
較
を
補
足
的
に
行
う
。

　
『
方
丈
記
』
の
「
う
た
か
た
」
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
万
葉
歌

と
し
て
は
、
右
の
（
8
）
の
「
是
川
　
水
阿
和
逆
纒
行
水
」
や
、

（
1
）
巻
向
之

　

者

山
邊
響
而
　
往
水
之

三
名
沫
如
　
世
人
吾
等

（巻
七
・
一
二
六
九
）

で

あ
る
。
ま
た
、
「
ゆ
く
か
は
」
「
ゆ
く
み
つ
」
は
な
い
が
、
「
假
合
之

身
易
滅
　
泡
沫
之
命
難
駐
　
所
以
千
聖
已
去
　
百
賢
不
留
」
（
巻
五
・

八
八
六
）
な
ど
と
い
う
用
例
も
あ
る
。
（
1
1
）
で
は
「
吾
等
」
は
水
の

泡
の

よ
う
に
は
か
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の

（
1
）
歌
は
『
拾
遺
集
』
に
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、
神
田
秀
夫
氏
は
こ

の

歌

と
『
方
丈
記
』
冒
頭
に
関
し
て
、
　
r
右
の
歌
も
長
明
の
眼
に
ふ
れ

　
　
　
　
　
ロ
　

た
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
前
掲
簗
瀬
氏
の
『
方
丈

記
全
注
釈
』
で
は
、
様
々
な
根
拠
を
あ
げ
て
、
冒
頭
部
へ
の
影
響
を
否

定

し
て
い
る
。
簗
瀬
氏
は
「
長
明
が
必
ず
愛
読
し
た
と
思
わ
れ
る
『
唯

摩
経
』
を
、
修
辞
的
典
拠
と
し
て
は
、
『
文
選
』
を
あ
げ
て
、
調
和
を

は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
し
、
更
に
空
海
の
「
雑
言
。
入
山
興
一

首
」
詩
（
『
経
國
集
』
巻
第
十
）
の
影
響
を
見
て
い
る
。
該
当
部
分
は
、

君
不
見
、
君
不
見
。

一
沸
一
流
速
相
似
。

流
之
流
之
入
深
淵
。

王
城
城
裏
神
泉
水
。

前
沸
後
流
幾
許
千
。

入
深
淵
、
輔
轄
去
。

何
日
何
時
更
端
　
。

と
あ
る
が
、
稿
者
は
後
述
す
る
仏
典
の
方
が
よ
り
近
い
も
の
を
感
じ
る
。

　
ま
た
、
当
該
箇
所
に
関
し
て
、
他
の
注
釈
な
ど
を
見
て
い
く
と
、
古

く
は
槙
島
昭
武
の
『
方
丈
記
流
水
抄
』
で
『
唯
摩
経
』
十
喩
、
日
本
古

典
文
学
大
系
『
方
丈
記
』
で
は
、
『
法
句
経
』
無
情
品
他
を
、
新
日
本

古
典
文
学
大
系
で
は

『
浬
葉
経
』
寿
命
品
な
ど
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

天
台
宗
の
三
諦
説
を
あ
げ
る
芝
波
田
好
弘
氏
な
ど
の
論
も
あ
る
他
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

く
仏
教
と
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

　
本
稿
の
主
眼
と
す
る
東
ア
ジ
ア
と
し
て
の
あ
り
方
か
ら
考
え
て
み
て

も
、
こ
れ
は
う
な
ず
け
る
要
素
が
あ
る
。
広
く
漢
語
に
用
い
ら
れ
る

F泡
」
「
沫
」
の
用
法
を
あ
た
っ
て
い
く
と
、
そ
の
大
半
が
仏
教
関
係
の

文
献
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
「
カ
ツ
消
エ
カ
ツ
結
ビ
テ
」
の
部

分
に

限
定

し
、
生
ま
れ
て
は
消
え
る
「
泡
」
「
沫
」
を
表
現
し
た
部
分

を
『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
か
ら
あ
げ
て
み
る
。

（A
）

（B
）

（o
）

（D
）

天
下
無
常
，
人
如
水
泡
，
一
成
一
壊
，
莫
能
自
存
，

　
　
　
　
　
　
　
（
F
佛
開
解
梵
志
阿
腱
経
」
・
阿
含
部
上
）

猶
大
雨
時
，
滞
水
成
泡
，
或
生
或
滅
，

　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
中
阿
含
経
六
十
巻
」
・
阿
含
部
上
）

一
泡
壊
者
一
泡
成
，
人
生
世
間
，
生
者
死
者
如
泡
起
頃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鐵
城
泥
翠
経
」
阿
含
部
上
）

我
以
天
眼
観
天
雨
堕
水
中
，
見
一
泡
興
一
泡
滅
，
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（
F
閻
羅
王
五
天
使
者
纒
」
・
阿
含
部
上
）

（
E
）
人
如
天
雨
水
中
泡
起
，
雨
從
上
滴
之
，
一
泡
壊
一
泡
成
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
泥
梨
経
」
阿
含
部
上
）

（
F
）
警
如
大
雨
滞
泡
，
一
起
一
滅
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
雑
阿
含
纏
」
・
阿
含
部
下
）

（
G
）
即
便
生
泡
，
速
生
速
滅
，
生
死
之
法
，
速
生
速
滅
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
別
謹
雑
阿
含
経
」
・
阿
含
部
下
）

（
H
）
天
雨
滞
水
，
一
泡
適
起
一
泡
即
滅
，
目
土
漢
籍
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
五
陰
警
愉
纒
」
阿
含
部
下
）

（
1
）
若
水
中
泡
，
一
滴
滅
一
復
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
太
子
瑞
雁
本
起
経
・
本
縁
部
上
）

（
J
）
愚
冥
之
士
以
此
為
安
，
而
見
侵
欺
，
如
水
上
泡
適
起
便
滅
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
普
曜
経
」
・
本
縁
部
上
）

（
K
）
菩
薩
知
諸
受
相
，
如
水
中
泡
，
一
起
一
滅
，
是
為
知
受
相
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（r摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
」
・
般
若
部
四
）

（
L
）
又
如
天
雨
水
滴
成
泡
，
旋
滅
旋
生
不
能
暫
住
，

　
　
　
　
　
　
　

（f佛
説
大
乗
菩
薩
藏
正
法
経
」
・
賓
積
部
上
）

（
M
）
心
遠
至
而
濁
行
，
心
警
如
流
水
上
生
泡
沫
須
奥
而
滅
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（r佛
説
遺
日
摩
尼
實
経
」
・
賓
積
部
下
）

（
N
）
唯
有
無
常
苦
空
無
我
不
浄
説
假
，
如
水
上
泡
速
起
速
滅
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（「
佛
説
佛
名
緯
」
・
纏
集
部
一
）

（
o
）
如
雨
滞
水
泡
，
有
生
有
滅
無
有
決
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（r持
世
経
」
・
経
集
部
こ

（
P
）
観
水
聚
沫
所
有
前
際
，
観
水
浮
泡
或
起
或
滅
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
佛
説
無
垢
稻
経
」
・
経
集
部
一
）

（Q
）
観
其
身
相
，
卵
胎
漁
化
假
和
合
成
，
如
沫
如
泡
乍
生
乍
滅
，

　
　
　
　
　
　
　
（
r
佛
説
巨
力
長
者
所
問
大
乗
経
」
経
集
部
こ

　
（
A
）
～
（
Q
）
を
見
て
ゆ
く
と
、
F
泡
」
「
沫
」
が
う
ま
れ
、
消
え

る
の
を
人
の
人
生
と
重
ね
あ
わ
せ
て
説
く
と
い
う
表
現
が
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
例
え
ば
（
A
）
で
も
、
天
下
は
無
常
で
あ
り
、
人
は
水
泡
が

一
は
成
り
一
は
壊
れ
る
如
き
で
あ
る
と
言
う
。
右
の
用
例
全
体
と
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
無
常
観
を
説
く
際
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
ま
た
『
方
丈
記
』
で
は
「
カ
ツ
消
エ
カ
ツ
結
ビ
テ
」
と
あ
る
が
、
多

V
の
例
は
「
泡
」
「
沫
」
が
、
結
び
（
「
成
」
「
生
」
「
起
」
　
F
興
」
）
、
か

つ
消
え
る
（
「
滅
」
「
壊
」
）
例
だ
が
、
　
（
C
）
（
L
）
の
み
「
消
え
、
結

ぶ
」
に
似
る
、
（
C
）
「
壊
」
れ
「
成
」
r
〈
p
、
　
（
L
）
　
F
滅
」
し
「
生
」
る

と
あ
る
。

　
更
に

（
Q
）
で
は
「
沫
の
如
く
泡
の
如
く
乍
つ
生
れ
乍
つ
滅
す
」
と

訓
め
“
o
O
　
F
生
」
と
「
滅
」
で
は
あ
る
が
、
「
カ
ツ
消
エ
カ
ッ
結
ビ
テ
」

に

近
い
表
現
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
佛
説
巨
力
長
者
所
問
大
乗
経
」

は
平
安
中
期
以
降
頃
の
成
立
で
、
鴨
長
明
と
時
代
的
に
近
い
表
現
と
も

み

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
に
、
「
ピ
サ
シ
ク
留
マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
」
と
続
く
文
献

を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
る
が
、
単
体
で
の
用
例
は
か
な
り
あ
る
。
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（R
）

（S
）

（T
）

（U
）

（V
）

（W
）

猶
如
猛
火
焚
乾
草
，
亦
如
焔
幻
無
有
實
，
亦
如
泡
沫
不
久
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
方
廣
大
荘
嚴
経
」
・
本
縁
部
上
）

當
観
水
上
泡
，
亦
観
幻
野
馬
者
，
如
彼
水
泡
不
得
久
停
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
出
曜
経
」
・
本
縁
部
下
）

女
白
王
言
。
水
泡
虚
偽
不
可
久
停
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
出
曜
経
」
・
本
縁
部
下
）

意
識
如
野
馬
，
水
泡
不
久
停
，
無
身
慧
自
浄
，
是
謂
平
等
空
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
菩
薩
理
略
経
」
・
経
集
部
三
）

有
為
之
法
必
婦
磨
滅
。
泡
幻
形
質
何
得
久
停
。

（『
績
高
僧
傳
』
　
京
大
慈
恩
寺
繹
玄
　
傳
l
・
史
傳
部
二
）

菩
薩
摩
詞
薩
自
観
己
身
無
常
破
壊
，
如
彼
沫
聚
不
可
長
久
，

　
　
（
r
大
方
等
大
集
経
菩
薩
念
佛
三
昧
分
」
・
大
集
部
全
）

な

ど
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
に
非
常
に
多

い

が
、
他
の
中
国
の
文
献
で
は
、
管
見
に
し
て
探
し
出
せ
て
い
な
い
。

　
本
節
で
は
、
第
二
節
・
第
三
節
の
補
足
と
し
て
、
『
方
丈
記
』
冒
頭

部
の
「
澱
二
浮
カ
ブ
ウ
タ
カ
タ
ハ
、
カ
ツ
消
エ
カ
ツ
結
ビ
テ
、
ピ
サ
シ

ク
留
マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
。
」
の
部
分
を
中
国
の
文
献
か
ら
見
る
と

ど

う
確
認
で
き
る
か
を
試
み
た
。

　
結
論

と
し
て
、
「
ウ
タ
カ
タ
」
を
主
語
或
い
は
主
体
と
す
る
「
カ
ツ

消
エ
カ
ツ
結
ビ
テ
」
に
近
い
表
現
は
経
典
に
非
常
に
多
く
、
ま
た
同
じ

く
F
ウ
タ
カ
タ
」
を
主
語
或
い
は
主
体
と
す
る
「
ピ
サ
シ
ク
留
マ
リ
タ

ル

タ
メ
シ
ナ
シ
」
も
同
様
で
あ
る
。

鴨
長
明
は
こ
の
よ
う
な
仏
典
の
語
を
直
接
、
或
い
は
間
接
的
に
知
っ

て
い

て
、
和
語
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

お

わ
り
に

　
第
一
節
で
は
、
『
懐
風
藻
』
藤
原
萬
里
「
仲
秋
鐸
莫
」
の
「
逝
　
水

難
留
」
と
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
」
を
、
万
葉
歌
を

参
考
に
し
な
が
ら
考
察
し
た
。
『
懐
風
藻
』
『
方
丈
記
』
と
も
に
万
葉
歌

の

「
ゆ
く
水
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
」
よ
り
、
題
詞
な
ど
に
あ
る
「
逝
水

不
留
」
の
方
向
に
近
い
と
推
測
し
た
。
こ
れ
は
従
来
よ
り
『
論
語
』
を

出
典
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
第
二
節
で
は
、
中
国
の
文
献
に
お
い
て
は
「
行
川
」
　
r
行
水
」
よ
り

「
逝
川
」
「
逝
水
」
の
方
が
無
常
観
な
ど
の
思
想
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
示
し
た
。
『
弘
明
集
』
『
廣
弘
明
集
』
な
ど
仏
教
関
係
文
献
か
ら
見
て

も
、
「
逝
川
」
「
逝
水
」
は
『
論
語
』
と
あ
え
て
分
離
し
て
語
る
傾
向
は

な
く
、
そ
の
他
の
文
献
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
か
ら
見
る
と
、
『
方
丈
記
』
「
ユ
ク
河
」
は
、
伝
本

に

多
い

「
ユ

ク
川
」
の
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
ユ
ク
」
は

r行
く
」
と
漢
字
を
あ
て
な
い
方
が
、
背
後
に
無
常
観
を
想
起
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。

　
第
三
節
で
は
、
補
足
と
し
て
、
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
の
「
ウ
タ
カ
タ
」

を
中
国
の
文
献
か
ら
確
認
し
た
。

　
結
論
と
し
て
、
「
カ
ツ
消
エ
カ
ツ
結
ビ
テ
」
「
ピ
サ
シ
ク
留
マ
リ
タ
ル
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タ
メ
シ
ナ
シ
」
そ
れ
ぞ
れ
は
経
典
な
ど
に
用
例
が
多
い
が
、
双
方
が
共

に

用
い
ら
れ
る
例
が
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
稿
者

は
、
鴨
長
明
は
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
で
、
「
ユ
ク
川
～
」
で
儒

教
的
無
常
観
、
「
ウ
タ
カ
タ
～
」
で
仏
教
的
無
常
観
、
双
方
を
表
現
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冒
頭
を
目
指
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
た
い
。
そ
し
て
、

広
く
東
ア
ジ
ア
世
界
を
意
識
し
た
書
き
出
し
と
見
て
い
る
。

　
・
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
全
注
釈
』
（
角
川
書
店
）

　
・
武
田
孝
『
方
丈
記
全
釈
』
（
笠
間
書
院
）

こ
れ
ら
の
引
用
に
関
し
て
は
、
各
々
に
注
は
施
さ
な
か
っ
た
。

※

本
稿
の
資
料
の
収
集
は
、
主
に
台
湾
の
「
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
献
」

　
r
寒
泉
古
典
文
献
全
文
検
索
資
料
庫
」
に
お
け
る
検
索
結
果
を
参
考
に
さ
せ

　
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
「
古
籍
全
文
検
索
資
料
叢
書
」
の
『
先
秦
漢
魏
晋

　
南
北
朝
詩
』
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
朝
文
』
『
全
唐
詩
』
『
全
唐
文
』
の
検

　
索
結
果
も
参
考
に
し
た
。

※

本
稿
に
お
け
る
『
懐
風
藻
』
の
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
、

　
『
方
丈
記
』
本
文
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
、
『
万
葉
集
』
も

　
新

日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。
正
史
・
『
文
選
』
・
『
全

　
漢
三
國
魏
晋
南
北
朝
詩
』
・
『
全
唐
詩
』
は
す
べ
て
中
華
書
局
の
刊
行
す
る
も

　
の
、
『
藝
文
類
聚
』
は
中
文
出
版
、
『
経
國
集
』
は
群
書
類
従
本
を
、
仏
教
関

　
係
文
献
は
『
大
正
新
脩
大
藏
経
』
（
大
正
新
脩
大
藏
経
刊
行
會
）
の
本
文
を

　
用
い
た
。
ま
た
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
）
を
参
考
に
し
た
。

※

本
稿
に
あ
げ
た
諸
注
他
と
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
釈
清
謹
『
懐
風
藻
新
釈
』
（
丙
午
出
版
社
）
…
…
鐸
清
謹
『
新
釈
』

　
・
林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
』
（
パ
ル
ト
ス
社
）
…
…
林
『
新
註
』

　
・
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
』
（
弘
文
堂
）
　
…
…
…
…
杉
本
『
懐
風
藻
』

　
・
小
島
憲
之
『
懐
風
藻
（
下
略
）
　
i
　
（
岩
波
書
店
）
…
小
島
『
大
系
』

　
・
江
口
孝
夫
『
懐
風
藻
』
（
講
談
社
）
　
…
…
…
…
江
口
『
懐
風
藻
』

　
．
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
（
笠
間
書
院
）
…
辰
巳
『
全
注
釈
』

　
．
土
佐
朋
子
『
懐
風
藻
箋
註
本
文
と
研
究
』
（
汲
古
出
版
）
『
箋
註
』

　
．
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）
…
…
　
『
大
漢
和
』

〈注
〉

　
（
1
）
　
新
釈
漢
文
大
系
『
論
語
』
（
明
治
書
院
）
注
に
よ
る

　
（
2
）
　
板
垣
徹
「
万
葉
集
に
お
け
る
『
ユ
ク
』
の
訓
字
ー
人
麻
呂
歌
集
を
中

　
　
　
心
に
」
『
美
夫
君
志
』
二
七
号
な
ど
に
詳
し
い

　
（
3
）
　
小
島
憲
之
『
上
代
文
学
と
中
国
文
学
』
（
塙
室
旦
房
）

　
（
4
）
　
前
掲
・
辰
巳
正
明
『
全
注
釈
』
（
笠
間
書
院
）
他

　
（
5
）
　
前
掲
・
小
島
憲
之
「
大
系
』
で
は
紀
末
茂
の
「
臨
水
観
魚
」
詩
は

　
　
　
F
張
正
見
の
釣
竿
篇
の
盗
作
」
と
す
る
。

　
（
6
）
　
神
田
秀
夫
「
ゆ
く
n
s
　
＜
＜
方
丈
記
注
解
1
》
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九

　
　
　
巻
五
号

　
（
7
）
　
石
黒
吉
次
郎
「
『
方
丈
記
』
が
影
響
を
受
け
た
作
品
」
歴
史
と
文
学

　
　
　
の
会
編
『
新
視
点
・
徹
底
追
跡
方
丈
記
と
鴨
長
明
』
（
勉
誠
出
版
）
を

　
　
　
参
考
に
し
た
。
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